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4 
仁I

密

Ji! ノ
ノ

尽ノ

開

刀ミ

の

序

合
密
閉
宗
は
蘭
学
者
宇
田
川
格
庵
の
訳
述
に
な
る
も
の
で
、
西
洋
の
化
学

を
組
織
的
に
我
が
国
に
紹
介
し
た
最
初
の
化
学
書
と
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
科
学
史
の
面
か
ら
、
西
洋
化
学
の
移
植
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
究

が
進
め
ら
れ
、
特
に
化
学
用
語
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
所
が
そ
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
漠
然
と
明
治
以
後
の
化
学
の

進
歩
の
土
台
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
具
体
的
な
様
子
は
案
外
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。

本
研
究
を
始
め
る
に
当
り
、
板
沢
武
雄
博
士
よ
り
特
に
そ
の
影
響
に
重
点

を
置
い
て
調
べ
る
よ
う
に
と
、
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
本
稿
を
作
成
す
る
に

至
っ
た
。

こ
こ
に
懇
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
板
沢
武
雄
博
士
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
こ
の
一
一
編
を
御
霊
前
に
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

第

一

章

舎

密

閉

宗

本
書
は
梼
庵
の
訳
述
に
な
る
も
の
で
、
原
本
は
英
国
の
た
酌

l
『
実
験
化
学

ト

ロ

ム

久

ド

ル

フ

綱
要
』
一

七
九
九
年
刊
で
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
の
篤
隆
母
斯
独
爾
弗
が
独
訳

L
、
更
に
和
蘭
の
依
百
乙
が
蘭
訳
し
た
も
の
を
翻
訳
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
原

舎
密
開
宗
の
影
響
（
向
井
）

塑E
Eヨ

向

井

晃

本
と
な
っ
た
蘭
書
に
つ

い
て
は
熔
庵
の
手
沢
本
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は

筆
写
本
で
一
八

O
三
年
刊
行
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
は
別
に
一
八

O
四
年

刊
の
九
冊
本
が
あ
り
、
依
百
乙
の
化
学
書
は
需
要
が
あ
り
、

文
政
二
年
、
文

政
八
年
か
ら
天
保
十

一
年
に
か
け
て
は
殆
ど
毎
年
、
蘭
書
の
注
文
書
の
中
に

見
出
さ
れ
る
。

舎
密
閉
宗
は
そ
の
第
一
篇
が
「
天
保
八
丁
酉
年
三
月
刻
成
」
と
あ
り
、
天

保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
刊
行
さ
れ
、
計
画
で
は
十
二
冊
刊
行
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
第
七
冊
が
弘
化
四
年
に
刊
行
さ
れ
、
あ
と
未
刊
の
稿
本
が
残
っ

て
い
る
。

構
成
は
内
篇
六
篇
十
八
巻
二
百
九
十
五
章
、
外
篇
一
篇
三
巻
三
十
六
章

で
、
毎
巻
約
二
十
枚
の
紙
数
か
ら
成
っ
て
い
る
。

巻
頭
に
戸
塚
静
海
の
序
、箕
作
庇
甫
の
依
百
乙
の
原
序
の
漢
訳
を
の
せ、
標

セ
－

zカ

日
（
目
次
）
に
次
い
で
、
熔
庵
の
序
例
を
お
き
、
舎
密
加
（
化
学
）
の
意
義

オ
ホ
ム
ネ

を
説
明
し
、
「
故
一
一
我
ガ
医
術
製
薬
ノ
法
モ
亦
大
都
此
学
壊
ノ
版
図
ニ
帰
セ

ザ
ル
ハ
莫
シ
」
と
言
っ
て
い
る
。
舎
密
の
分
科
に
つ
い
て
八
つ
あ
げ
た
あ
と

に
、
化
学
の
歴
史
に
つ

い
て
、
そ
の
進
歩
を
四

つ
に
区
分
し
、
「
舎
密
草
昧

之
世
」
、
「
波
羅
義
之
世
」
、
「
安
知
波
羅
義
之
世
」
、
「
越
列
機
多
羅
舎
密

四
九
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法
政
史
学

第
一
六
号

フ

ラ

ン

ス

ラ

ホ

ノ

、

ン

ル

之
世
」
と
し
て
説
明
し
、
特
に
第
三
限
に
於
い
て
「
仏
蘭
西
ノ
大
賢
刺
暗
白
爾

ア
γ

ト

ネ

ロ

l
レ
、
ノ
ト

（
副
名
ハ
安
対
相
官
、
老
聯
多
、
一
千
七
百
四
十
三
年
〔
寛
保
三
年
〕
第
八
月

パ
ν

λ

把
列
斯
府
一
一
誕
レ
一
千
七
百
九
十
四
年
〔
寛
政
六
年
い
第
四
月
六
日
没
ス
。

ル

ブ

タ

ア

ン

享
1
年
五
十
二
）
出
テ
波
羅
義
斯
敦
ヲ
看
破
シ
新
一
二
王
説
ヲ
建
ツ
之
ヲ
安

チ

レ
知
波
羅
義
之
世
ト
称
ス
安
知
ハ
看
破
説
破
ノ
義
ナ
リ
此
一
一
於
テ
天
下
斯
苓
爾

ノ
説
－
一
惑
フ
乱
棟
然
ト
〆
其
夢
頓
－
一
覚
メ
翁
然
ト
メ
皆
其
学
－
一
風
扉
ス
」
と
、

シ
ュ
タ
l
ル
の
祖
述
し
た
フ
ロ
ヂ
ス
ト
ン
説
が
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
の
実
験
に
よ

っ
て
打
破
ら
れ
、
こ
こ
に
近
代
化
学
の
基
礎
が
出
来
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。
次
に
元
素
を
説
明
L
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
元
素
五
十
余
程
の
名
前
を
あ

ホ

ト

ゲ

ニ

ウ

ム

カ

ロ

リ

キ

ウ

ム

げ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
浮
多
厄
扱
母
（
光
素
）
、
加
羅
里
究
母
（
温
素
）
、

エ

レ

キ

ト

リ

カ

越
列
機
多
里
加
（
越
列
機
素
）
即
ち
光
、
熱
、
電
気
が
あ
り
、
物
質
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
区
別
が
明
ら
か
で
な
い
当
時
の
様
子
を
示
し
て
い
る

Q

な
お
ダ
ル

ト
ン
の
原
子
説
は
見
当
ら
な
い
。

更
に
化
合
物
に
つ
い
て
、
従
来
の
漢
名
の
あ
る
も
の
を
も
列
記
し
て
あ
る

が
、
元
素
名
、
化
合
物
名
は
そ
の
ま
ま
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見

出
さ
れ
る
。

各
巻
の
内
容
は
内
篇
の
初
篇
か
ら
五
篇
ま
で
は
元
素
及
び
無
機
化
合
物
、

六
篇
は
有
機
物
、
外
篇
は
試
薬
を
以
て
行
う
分
析
法
、
試
験
法
、
各
種
製
造

法
を
あ
げ
た
応
川
で
七
篇
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
格

J

陥
は
こ
の
書
を
単
な
る
翻
訳
で
な
く
、

技
と
し
て
非
常
に
多
く
の
注
な
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
序
例
で
、
二
十
四
種

の
蘭
書
を
引
用
書
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
各
巻
を
見
る
と
一
史
に
四
十
種
以

上
の
書
名
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
一
つ
の
著
述
と
み
て
よ
い
。

五。

又
、
各
所
に
搭
庵
自
身
実
験
し
た
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
親

試
実
験
の
精
神
を
以
て
椋
庵
は
こ
の
訳
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
本
書
は
十
九
世
紀
初
頭
の
西
洋
の
近
代
化
学
を
伝
え
た
も
の

で
、
多
く
の
困
難
を
越
え
て
、
此
の
よ
う
に
ま
と
め
て
著
述
を
行
な
っ
た
こ

主
は
非
常
な
努
力
な
要
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

第
＝
章
舎
密
閉
宗
の
影
響

第
一
節
学
術
書
に
対
す
る
影
響

舎
密
閉
宗
の
学
術
書
に
対
す
る
影
響
は
次
の
童
聞
を
調
査
し
て
そ
の
結
果
を

記
載
す
る
。

病
学
通
論
、
遠
回
奇
器
述
、
震
篤
児
薬
性
論
、
万
宝
新
書
、
人
中
日
密
局
必

携
、
化
学
入
門
、
増
訂
化
学
訓
蒙
、
海
土
砲
術
全
書
以
上
八
書
で
あ
る
。

病
学
通
論
三
巻
緒
方
洪
庵
著

嘉
永
二
年
（
一
八
円
九
）
刊

巻
之
一
生
機
論
の
項
－
に

メ

カ

ニ

ス

ミ

ユ

ス

セ

Z
ス

t
ユ

ス

ヂ

J

ナ
Z
ス
Z
ユ
ス

「
造
化
力
の
三
作
川
は
黙
加
尼
私
謬
斯
・
舎
密
私
謬
斯
・
納
那
密
私
謬
斯
是

ヱ
ν

れ
な
り
ょ
と
し
、
「
納
那
密
私
謬
斯
」
の
説
明
に
「
温
素
・
光
京
・
越
列

キ

カ

ル

ハ

－

一

マ

グ

ネ

チ

幾
・
瓦
爾
華
尼
・
末
佃
押
質
等
の
如
く
権
衡
以
て
測
る
可
か
ら
ざ
る
元
素
の

作
用
を
総
称
す
、
蓋
し
此
の
諸
元
素
は
殆
ん
ど
無
形
に
屈
す
る
を
以
て
、
其

の
作
川
口
ら
黙
加
力
・
舎
密
力
と
其
の
景
況
を
異
に
す
。
川
一
…
出
一
u
u
J問一回一例

説
せ
ざ
れ
ば
い
午
か
に
理
会
し
難
し
と
雌
ど
も
、
此
／
廿
一
日
の
本
じ
H

に
非
ざ
る
が
故
に
、
唯
比
ハ
の
大
川
町
一

合
一
ぶ
す
の
み
向
名
物
考
制
退
、
気
海
鋭
刊
側
、
合
夜
間
宗
等
、
共
の
他
の
諸
事
日
に
就
い
て
参
考
す
べ
し
。

L

と
あ
り
、
使
わ
れ
て
い
る
別
語
な
ど
か
ら
も
合
密
閉
宗
が
参
考
と
さ
れ
て
い

『心。
述
凶
奇
器
述
全
川
本
土
平
民
薩
摩
府
蔵
版

嘉
永
七
年
三
八
五
四
）
刊
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凡
例
の
第
二
項
に
「
一
、
玉
宵
母
、
蒲
呂
謬
母
、
消
酸
、
硫
隊
曹
達
、
出
酸

金
ハ
舎
密
閉
宗
－
一
出
デ
越
歴
的
爾
瓦
繭
発
尼
、
麻
似
出
多
モ
亦
舎
密
閉
宗
名

物
考
補
遺
等
ニ
出
ヅ
故
－
一
コ
、
ニ
詳
－
一
セ
ズ
」
と
あ
り
、
「
直
写
影
鋭
ダ
ゲ

ウ
ロ
テ
l
ピ
1
」
の
項
の
「
…
法
的
母
諸
淵
宗
ヲ
用
井
戸ア

」
と
あ
る
。

遠
副
会
可
器
述
第
二
輯
全
川
本
幸
民

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
刊

凡
例
の
第
二
項
に

「
一
、
篇
中
所
載
ノ
物
名
原
音
ヲ
用
フ
ル
者
ア
リ
。
長

ヲ
略
シ
テ
短
ト
為
ス
者
ア
リ
。
共
－
一
気
海
観
澗
広
義
一
一
出
ヅ
。
分
離
術
上
ノ

名
称
ノ
如
キ
ハ
。
舎
密
開
宗
－
一
就
テ
以
テ
コ
レ
ヲ
求
ム
ベ
シ
。
」
と
あ
り
、

「
燐
柳
」
の
項
に
「
舎
密
閉
宗
ノ
説
－
一
拠
リ
テ
。
遊
謀
柴
－
一
燐
素
ヲ
溶
カ
シ

：
：
・
」
と
あ
る
。

震
篤
児
薬
性
論
十
八
冊
林
洞
海

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
刊

ヨ

ヂ

ネ

テ

ウ

ト

イ

オ

ヂ

ユ

ム

ヒ

ド

ラ

ル

ギ

第
十
冊
「
解
凝
剤
の
内
沃
実
注
徳
烏
多
乙
沃
実
母
協
度
羅
繭
業
利
の
補

沃
陳
の
結
晶
に
つ
い
て
寸
長
ノ
正
方
八
面
ニ
〆
鋭
角
ア
ル
琶
ヲ
結
フ

彊
按
舎
密
閉
宗
巻
六
品
形
図
噛
符
ノ
品
ナ
リ
水
素
沃
陳
般
の
内
蒲
経
密

烏
母
、
斯
魯
林
烏
母

彊
ほ
二
金
北
ハ
ニ
合
密
閉
宗
巻
十
五
新
金
属
ノ
部
ニ
出
ヅ
」
と
あ
る
。

万
宝
新
書
初
篇
一
冊
宇
田
川
輿
斎

万
延
元
年
（
一
八
六

O
）
刊

〔
三
二
〕
記
号
刊
誌
汁
ヲ
製
ス
ル
法
の
項
に

プ
ロ
セ
／

「普
魯
社
ノ
病
院
－
一
於
テ
ハ
、
消
酸
銀
ヲ
以
テ
製
ス
ル
所
ノ
記
号
法
汁

一一代

へ
テ
。
次
法
ヲ
用
ル
者
ア
リ

オ
ン
ス

J
B

作

ド

ハ

ウ

セ

ル

舎

密

剤

o

旧
秤
四
分
一
羅
度
ノ
藍
澱
ヲ
半
当

J

ノ
詐
繭
良
法
摂
硫
酸
空
白
ニ
溶
カ

舎
密
閉
宗
の
影
響
（
向
井
）

シ
：
：
：
」
と
あ
る

J

合
密
い
川
必
携
一
一
‘
川
川
上
野
彦
馬

女
久
一一
年
（

一
八
六
二
）

刊

巻
二

「
弗
律
阿
間
付
」
の
唄
よ
り

7
ル

イ

ス
パ
ー
ト

「
弗
ヰ
乙
蘇
把
多
眼
。
一
門
店
性
及
ヒ
製
法

フ
リ
ユ
オ
ル

一
名
弗
律
阿
耳
水
素
酸
〔
弗
喜
〕
ト
一
五

0

製
法
弗
・
斗
乙
蘇
把
多
抑
制
川
誠
一
綿
一例
日
寸
断

H

川
一
一
、
醇
厚
硫
撤

h
m－キ

テ
温
ヲ
加
へ
、
山
山
ル
ト
コ
ロ
ノ
瓦
斯
体
ヲ
貯
ス
此
蒸
館
桁
ハ
白
金
或
ハ

鉛
ヲ
以
テ
製
ス
」
と
あ
り
、

「亜
一
鴎
摂
尼
究
母
む

ハ
、
天
然
純
粋
ニ
佐
ス
ル
者
ア
リ
」
と
し
て
、
そ
の
説

明
に
「
舎
密
閉
宗
日
俗
名
岩
見
銀
山
鼠
取
薬
」
と
あ
る
。

化

学

入

門

初

嗣

一

冊

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊

開
成
所
蘭
学
化
学
二
科
教
授

桂
川
甫

策

識

竹
原
平
次
郎
抄
訳

堀

尾

則

蔵

註

「化
学
電
気
機
械
作
用
之
論
」
の
項
に

ガ

ル

ハ

ニ

セ

「
帳
ト
ヘ
バ
水
ノ
如
キ
瓦
l
爾
｜
華
l

尼
l
摂
柱
ヰ
純
一川崎
ヲ
以
テ
之
ヲ
分
析
ス
レ

パ
銅
線
ノ
両
極
一
一
各
種
ノ
瓦
斯
ヲ
生
ズ
：
：
：
」
と
あ
り
、

「
混
和
、
結
合
問
区
別
之
論
」
の
項
に

「
今
消
！
酸
l
加
l

E

硝
ト
格
破
l

児
l
曹
l
母
猷
一
一
四
市
場
一
靖
之
一
均
一
円
塩
：
」
と

あ
る
。化

学
入
門
外
航

一
冊

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
刊

五

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
一
六
号

駿
州
桂
川
甫
策
訳
並
註

石
橋
八
郎

「
山
解
紡
芭
」
の
頃
に

「
県
木
合
ム
所
ノ
物比一信
タ
シ
其
水
o

病
ヲ
治
ス
ル
ノ
惟
効
ア

ル
物
ヲ
合
メ
パ

之
ヲ
鉱
水
或

ハ
康
米
ト
名
ツ
ク
月
一
引
い
持
引
け
焔
：
：
：
」
と
あ
る
。

化
学
入
門
後
編

十
目
附

明
治
三
年
（

一
八
七

O
）
l
明
治
六
年
（
一
八
七
一二）

刊

第
一

、
二

巻

駿

州
桂
川
甫
策
訳
並
註

石
橋
八
郎

桂
川
甫
策

加
藤
宗
甫

第
三
乃
至
十
巻

訳閲

巻
之
四
下

「
酸
判
明
之
下
」
の
項
に

カ

メ

ラ

「
試
批
川
薬
の
内、

鉱
性
加
黙
刺
ノ
紅
溶
液

（了
）
博
一
四
一
山
市
耕
一
刊
に
一
ユ

・：」

巻
之
八
下
「
満
一
九
担
史
母
」
の
項
に

「
千
八
百
十
八
年
ニ
摂
勿
児
繰
多
越
度
消
児
度
ノ
阿
賢
鉱
性
加
黙
刺
唯
一
附
刷
認

可
胆
ー
叫
一
泊
ノ
中
一
一
：
：
：
」

Lι

あ
る
。

増
訂
化
学

訓

蒙

八

冊

石

川一一忠
恵

明
治
六
年
（
一
八
七
一
二
）
刊

巻
一
緒
言
の
項
に

「
童
蒙
ノ
為
一
一
化
学
ノ
措
梯
ヲ
示
ス
ハ
行
文
節
約
簡
冊
短
小
ヲ
以
テ
使
ト
ナ

ス
学
者
此
学
ヲ
精
究
セ

ン
ト
欲
セ

パ
宜
ク
化
学
入
門
格
物
入
門
舎
密
閉
宗
合

密
同
必
携
理
化
新
説
等
ヲ
以
テ
参
五
ス
可
シ
殊
ニ
理
化
新
説
ハ

彼
有
名
大
家

「
ハ
ラ

タ
マ

氏
ノ
口
授
ヲ
紀
問
セ
シ
モ
ノ
ニ
〆
議
論
精
確
ナ

ル
ハ
勿
論
グ
我

曹
浅
学
ヲ
以
テ
孜
々
訳
纂
セ
シ
モ
ノ
ト
異
ナ
リ
宜
ク
上
梓
成
功
ノ
日
を
待
テ

Ji. 

熟
閲
ス
可
シ
：
：
：
」
と
あ
る
。

海
上
砲
術
全
書
二
八
巻

安
政
元
年
（

一
八
五
四
）
刊

巻

一

火

薬

篇

上

消

石
の
項
に、

「
火
薬

ハ
当
今
武
備
ノ
根
本
ナ
レ
パ
。
海
ヒ
砲
術
ノ
諸
業
モ
。
火
薬

－一
従
事

セ
ザ
ル
者
ナ
シ
。
故

ニ
A
7
此
篇
先
ヅ
コ
レ
ヲ
論
ズ。

火
薬
ハ
消
石
硫
黄
木
炭
三
物
ノ
和
剤
ナ
リ
。
故
ニ
火
楽
ノ
強
弱
ハ
。
叩
チ

此
三
物
ノ
精
不
精

－
一
係
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
消
石
の
説
明
中
に

「
大
気

ハ
酸

素
瓦
斯
ト
謂
ヒ。

窒
素
瓦
斯
ト
謂
ヘ
ル
二
種
ノ
気
類
は
い
が
一
一
い
官
畑
一
酬
山
内

リ
。
コ
レ
ヲ
分
チ
称
ス
ル
及
。
大
気
ト
混
ゼ

ム

寸

ヲ

恐

ν
テ
。
別
ニ

此
名
ヲ
立
シ
ナ
リ
。
今
姻
ト
謂
ヒ

は
ト
謂
ヒ
。
湯
気
卜
謂
フ
モ
亦
瓦
斯
ナ
リ
。瓦
斯
ノ
穂
類
ハ
。
合
管
凶
宗
エ
出
リ
タ
。大
気
ハ
後
ノ
放
射

清
明
耕
一
担
ノ
相
和
ス
ル
物
ナ
リ
。
消
石
中
ノ
消
敵
モ
。
亦
大
気
ト
同

ジ
ク
。
酸
素
ト
窒
素

一一
テ
成
ル
。
一
川
町
…
一
即
時
時
一
M
J
1

一M
U
叩
一
但
シ
大
気
ト

ハ。

此
二
素
ノ
和
合
多
少
異
ナ
ル
ノ
ミ

ナ
リ
。
窒
素
ハ
動
物
植
物
ノ
朽
腐
ス
ル
処

ニ
生
シ
。
此
窒
素
大
気
ノ
酸
素

ニ
和
合
シ

テ
消
酸
ヲ
生
ジ
此
消
限
其
地
－
一在

ル
所
ノ
加
害
達
加
堅
苦
土

MwkmZ7Mo持
制
忠
誠
鴻
。

及
ビ
水
－
一
和
シ
テ
。
消
石
ト
成
ル
ナ
リ。
」
と
あ
り
、
木
炭
の
説
明
の
項
に

「
：
：
：
炭
ハ
質
水
－
一
溶
ケ
ズ
。
色
黒
ク
味
ナ
シ
。
其
山
テ
成
ル
所

ノ

原

質

ハ
。
山
チ
炭
素
亜
附
加
里
土
分
一
昨
山
一
布
団
い
ノ
情
ナ
リ
」
と
あ
る
。

以
上
、
医
学
、
薬
剤
、
応
川
理
学
、
化
学
、
兵
学
に
つ
い
て
、
当
時
の
代

表
的
な
著
書
に
つ
い
て
み
る
と
、
化
学
術
語
ハ
分
離
術
の
名
称
と
も
い
わ
れ

て
い
る
）
、
製
法
な
ど
の
説
明
に
つ
い
て
は
参
考
主
と
し
て
引
川
さ
れ
、
特

に
科
学
用
語
に
於
い
て
は
、

物
理
学
に
於
け
る
気
海
観
湖
、
同
広
義
と
対
比

さ
れ
て

い
る
。

大
野
文
庫
蔵
版
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第
二
節
教
育
に
対
す
る
影
響

合
密
閉
宗
の
教
育
に
対
す
る
影
響
は
教
育
機
関
に
於
け
る
教
科
書
に
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

幕
府
の
洋
学
施
設
で
あ
る
開
成
所
に
於
い
て
は
、
精
煉
方
、
後
に
化
学
方

に
於
い
て
、
使
刑
さ
れ
た
書
籍
は
蘭
書
、
と
共
に
、
川
「
本
邦
ノ
若
訳
書
ハ
守

旧
川
椿
庵
訳
舎
密
閉
宗
同
遠
四
医
方
名
物
考
川
本
幸
氏
重
訳
化
学
新
書
同
兵

家
須
読
合
密
真
源
柳
河
春
三
著
写
真
岡
説
桂
川
甫
策
重
訳
化
学
通
覧
堀
江
埜

次
郎
閲
上
野
彦
馬
抄
訳
合
密
肋
必
携
等
一
一
シ
テ
」
と
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
更

に

ω
「
上
梓
ス
ル
モ
ノ
少
ク
シ
テ
多
ク
ハ
謄
写
本
一
一
属
セ
リ
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

各
藩
校
に
於
い
て
は
、
化
学
は
医
学
関
係
の
来
礎
科
円
と
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
も
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
で
あ
る
。

山
口
藩
（
好
生
堂
）
、
加
賀
藩
（
医
学
館
）
、
岩
国
藩
（
岩
間
帯
学
校
）
、

松
江
藩
（
修
道
館
）

等
の
医
学
校
と
、
山
口
藩
（
博
習
堂
）
の
兵
学
研
究
施

設
に
つ
い
て
は
、
学
則
に
化
学
に
関
す
る
学
科
が
あ
り
、
次
第
に
独
立
学
科

と
し
て
確
立
し
て
い
る
。

教
科
用
書
に
つ

い
て
は
、
同
徳
島
藩
の
医
学
校
で
は
、

漢
法
一
一
ハ
素
問
霊
枢
・
本
草
綱
日
・
傷
罪
論
・
金
匠
一
要
略
・
難
経
・
十
四

経

・
千
金
方

・
外
台
秘
要
方
等

洋
方
一
一
ハ
医
範
提
綱

・
解
体
新
書

・
全
体
新
前

・
制
一日柑刈
気
海
観
測

・
博

物
新
篇
町
一一日

Td
舎
密
閉
宗
山
店
主
け
遠
回
医
丸
、
マ
名
物
考

笈

篤

児

薬
性
論
・
和
蘭
薬
鏡
制
一
山
城
剤
扶
氏
経
験
遺
訓
・
西
医
略
論
。
内
科
提

要
訓
．
は
柑
一療
但
シ
博
物
新
篇

・
全
体
新
論

・
四
医
略
論
ヲ
除
ク
外

ハ
総

テ
蘭
書
ヲ
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

舎
密
閉
宗
の
影
響
（
向
井
〉

と
規
定
さ
れ
て
い
る
c

又、

ω凹
辺
地
の
修
道
郎
の
教
則
に
は
、
明
治
一
一
一
年
改
定
の
問
書
と
し
て

は什
学
の
皇
漢
訳
書
の
唄
に
、

下
級
下
等
第
型
閃
解
世
界
肘
尽
博
物
一
耕
一耐
柿
遺
四
洋
事
情

下
級
上
等
蹴
郡
志
略
地
球
説
略
博
物
新
制
聯
邦
志
略
歩
軍
練

法

中

級

英

国

史

士

官

必

携

万

削

公

法

談

天

識

が

院

談

洋

丘
ハ
明
監
慕
耳
県
民
ハ
要
録

上

級

重

学

浅

説

純

物

学

会

宿

開

示

化

学

捉

桝

一二氏
ハ
符
古

知
幾
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
記

更
に

ω金
沢
品
の
金
沢
学
校
（
朋
治
四
年
設
立
）
の
中
川
チ
課
ー業
、
普
通
学

変
則
の
理
化
に
於
い
て
、

二

等

博

物
新
編
格
物
入
門
合
密
閉
宗
絵
図
学

一一一等

窮
理
図
解

気
海
観
淵

器
械
名
称
化
学
入
門
合
密
局
秘

携
掠
械
取
扱

以
上
の
よ
う
に
舎
密
開
宗
は
教
科
書
と
し
て
川
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
尖
際
の
学
習
方
法
は
如
何
と
み
て
み
る
と
、

前
述
の

ω徳
J

防
法
の
授
業
の
順
序
方
法
と
し
て
は

洋
方
ハ
聴
説
会
読
質
問
一
一
〆
一
六
一
一
一
八
ノ
口
気
海
観
樹
、
医
範
提
綱
、
内

科
提
要
等
ノ
講
義
ヲ
聴
キ
ホ
終
リ
テ
博
物
新
篇
、
扶
氏
経
験
遺
訓
、

問
医
時
論
等
ノ
全
託
或
ハ
令
官
利
関
宗
、
解
体
新
書
、
遠
回
医
法
、
名

物
考
、
和
蘭
薬
鋭
、
窓
鰐
児
薬
性
論
等
ノ
質
問
ヲ
ナ
ス
ヲ
常
ト
ス

と
あ
る
。

第
三
節

産
業
に
対
す
る
影
響

五‘
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法
政
史
学

第
一
六
号

日
本
工
業
史
（
横
井
時
冬
著
）
に
、
石
一
骨
型
の
創
始
の
項
が
あ
り
、

ギ
プ
ス

問
「
石
膏
合
同
討
を
や
き
模
型
を
製
す
る
法
は
、
天
保
七
年
宇
田
川
棺
庵
の

翻
訳
せ
し
合
密
閉
宗
に
よ
り
て
う
す
／
t
I
し
り
た
る
も
の
あ
り
し
か
ど
、
当

時
そ
の
川
法
を
実
地
に
研
究
す
る
も
の
な
か
り
し
か
ば
、
空
し
く
歳
月
合
一
経

過
し
た
り
し
」
と
し
、
決
国
博
覧
会
参
同
記
要
の
中
の
技
術
伝
習
「
本
邦
石

一
甘
模
型
製
法
ノ
濫
筋
」
に
も
同
趣
旨
の
記
事
が
あ
り
、
人
平
日
密
閉
宗
一
一
一
篇
巻
七

ギ

プ

ス

カ

ル

キ

の
硫
眼
加
繭
京
第
百
四
十
七
草
の
「
義
布
斯
・
加
爾
基
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

明
治
工
業
史
の
化
学
工
業
篇
に

ω
「
徳
川
の
末
葉
蘭
学
の
降
盛
を
米
す
や
、

泰
西
の
医
学
、
化
学
の
術
亦
伝
来
し
た
り
け
れ
ば
、
各
十
慌
に
於
て
各
程
の
化

学
工
業
を
営
み
た
る
も
の
砂
か
ら
ず
。
就
中
、
硝
子
の
製
造
は
嘉
永
五
年
鹿

児
島
棒
先
づ
之
を
創
め
、
次
い
で
安
政
年
間
に
は
福
島
藩
及
び
山
口
藩
も
斯

業
を
聞
き
、
万
延
一
疋
年
に
は
佐
賀
藩
も
亦
之
に
倣
へ
り
、
当
時
「
舎
密
閉
宗
」

〔
石
物
考
〕
と
称
す
る
訳
書
あ
り
て
、
其
の
中
に
硝
子
製
造
方
法
を
記
せ

り
。
是
等
の
書
籍
が
斯
業
企
設
の
重
要
参
考
書
な
り
き
」
と
あ
る
。
合
密
閉

ピ
イ
ド
ロ

宗
三
篇
巻
九
の
破
環
第
百
六
十
二
章
と
巻
末
に
附
録
と
し
て
破
環
品
類
に
つ

い
て
十
丁
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
種
類
、
製
法
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

石
鹸
に
つ
い
て
は
石
鹸
の
歴
史
（
小
林
良
正
）
及
び
花
王
石
鹸
五
十
年
史

に
各
種
の
文
献
を
よ
く
調
売
し
て
あ
げ
て
あ
る
が
、
舎
密
閉
宗
六
篇
巻
十
八

仰
向
布
第
二
百
八
十
章
の
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
、
錫
布
は
石
鹸
の
こ
と
で
ゼ
！
プ

で
あ
る
。
「
同
油
、
亜
爾
加
里
ニ
和
合
ス
レ
パ
錫
布
ヲ
成
ス
」
と
述
べ
、
次

に
綜
庵
の
按
で
「
斜
布
ノ
品
類
無
慮
数
十
柄
ア
リ
此
レ
其
之
ヲ
泣
ル
泊
料
ト

盟
爾
加
里
ノ
品
川
シ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
巾
ル
」
し
、
「
薬
川
内
服
一
一
供
ス
ル
者
ハア

リ

阿
利
被
或
廿
崩
桃
油
ト
曹
述
ヲ
肝
ヒ
火
ヲ
仮
ラ
ズ
〆
製
シ
勿
蹴
祭
亜
文
亜
里

力
、
ヂ
セ

廿
知
俣
ト
呼
フ
者
ハ
煮
テ
製
ス
」
と
薬
肘
石
鹸
の
事
を
述
べ
、
「
洗
濯
一
一
泊

五
四

ル
下
品
ノ
錫
布
ハ
雑
油
ト
加
里
ヲ
用
テ
製
ス
」
と
更
に
「
其
他
近
日
舶
載
ス

ル
所
。
白
峨
ノ
如
ク
ニ
メ
紅
肱
或
青
肱
間
雑
〆
弱
瑠
ニ
擬
シ
…
に
九
一
日
か
げ
或

艶
紅
桃
花
ノ
如
ク
ニ
或
鮮
黄
明
亮
一
一
〆
毒
明
ト
一
般
弐
ナ
キ
者
ア
リ
特
芳
香

ニ
〆
書
画
小
照
ヲ
鐘
メ
彩
盆
一
一
盛
リ
画
室
一
一
包
ム
此
等
ハ
呑
食
剃
景
ノ
川
ノ

ミ
」
と
化
粧
石
鹸
の
輸
入
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
あ
主
色
々
な
石
鹸

の
製
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
製
薬
業
史
第
一
巻
に
は
明
治
期
の
製
薬
業
界
が
説
明
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
始
め
に
、
「
合
密
閉
宗
」
が
宇
目
川
棺
庵
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
の

は
天
保
八
年
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
今
日
ノ
製
薬
化
学
体
系
が
其
の
第
一
歩

を
印
し
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は

ω
「
先
人
に
製

薬
を
聞
く
の
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
大
体
明
治
十
年
か
ら
一
一
十
年
代
の
こ

と
が
話
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
節
に
、

沢
田
そ
の
頃
は
昇
末
を
使
ふ
か
ら
早
い
こ
と
製
造
し
て
く
れ
と
い
ふ
時
代

で
し
た
ね
。

中
藤
そ
う
で
す
、
出
来
さ
へ
す
れ
ば
儲
か
る
時
代
で
し
た

Q

ヨ
l
ド
は
早

く
か
ら
製
造
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
ね
ο

鈴
木
三
郎
助
邸
で
も
納
屋
を
ぷ
っ

つ
ぶ
し
て
ヨ

i
ド
を
研
究
し
、
蒸
館
瓶
冒
と
し
て
は
硫
酸
瓶
と
一
フ
／
プ
の

ホ
ヤ
を
つ
な
い
で
用
い
、
そ
れ
に
よ
り
蒸
川
し
て
ゐ
た
の
で
す
。
そ
れ

は
（
P
）
（
東
京
）
へ
行
っ
た
際
に
親
し
く
見
聞
し
た
事
実
な
ん
で
す

O

K
川
京
都
で
も
こ
の
方
、
法
安
応
川
し
て
ゐ
る

3

即
ち
辻
々
に
お
い
て
硫
酸

鉄
か
ら
硫
酸
を
こ
し
ら
へ
る
と
き
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
ナ
川
ひ
た
の
で
あ

る
。
明
治
よ
り
先
、
宇
川
川
文
悔
の
合
密
閉
宗
と
い
う
化
学
の
本
に
も

こ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
」

w
i
時
、
大
阪
に
は
「
病
理
通
論
一
、
「
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
存
者
と
し
て
有
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名
な
緒
方
洪
庵
が
居
り
、
蘭
法
医
学
を
唱
え
、
又
学
塾
を
開
き
、
嘉
永
七
年

の
頃
に
は
帥

「
当
時
は
病
川
泊
省
き
、専
ら
書
生
教
導
い
た
し
、
当
今
必
要
の

剖
洋
学
者
JK
育
て
候
つ
も
り
に
覚
悟
し
、
先
づ
是
を
任
と
い
た
し
居
申
候
」

と
熱
心
に
教
育
に
当
っ

た
一υ
適
塾
の
名
を
以
て
知
ら
れ
て
い
た
が
帥
「
医
家

の
塾
と
は
い
へ
、
其
実
蘭
書
解
読
の
研
究
所
に
て
、
諸
生
に
は
医
帥
に
限
ら

ず
、
兵
学
家
も
あ
り
、
砲
術
家
も
あ
り
本
草
家
も
舎
密
家
も
凡
そ
当
時
蘭
学
を

志
す
程
の
人
は
皆
此
塾
一に
入
り
て
其
支
度
を
な
す
」
と
言
わ
れ
た
。
医
術
に

つ
い
て
は
特
に
臨
床
に
あ
っ
て
は
輸
入
洋
楽
を
使
用
し
た
患
者
を
治
し
、
旧

来
の
木
皮
革
恨
に
代
え
た
事
実
は
薬
品
の
需
要
が
変
動
す
る
き
ざ
し
を
み
せ

た
こ
と
に
な

っ
た
。
従
っ
て
洋
薬
品
の
需
要
が
お
こ
っ

て
来
た
こ
と
に
応
じ

る
為
、

洋
薬
品
製
造
え
の
関
心
が
深
く
な
っ
て
ゆ
き
、
不
完
全
な
が
ら
各
種

器
械
を
工
夫
考
案
し
て
、
洋
薬
品
即
ち
化
学
的
薬
品
の
製
造
を
具
体
化
す
る

機
運
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
適
塾
に
於
い
て
は
、
書
物
を
見
な
が
ら
、

色
々
な
器
具
を
工
夫
し
で
、
薬
品
の
製
遣
を
行
い
、
塾
生
の
一
人
で
あ
っ
た

ω
橋
本
左
内
の
所
持
品
の
内
に
は
舎
密
開
宗
の
名
が
見
え
て
い
る
。

大
阪
製
薬
業
史
に
於
て
、

ω
「
尚
ほ
特
筆
す
べ
き
は
宇
田
川
格
庵
に
よ
っ

て
天
保
八
年

「
舎
密
開
宗
」
の
著
は
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
国
化

学
書
の
権
輿
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
」
と
し
、
訳
述
さ
れ
た
薬
物
書
と
共

に
凶

「
草
昧
時
代
の
我
が
製
薬
界
に
一
大
示
唆
を
与
へ
た
」

主
、
そ
し
て

附
「
今
日
の
大
阪
製
薬
界
の
礎
石
は
全
く
こ
斗
に
投
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
も
過

言
で
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
舎
密
閉
宗
の
普
及
状
態

普
及
状
態
に

つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
事
柄
に
関
係
が
多
い
が
、
当
時
の

「合
密
開
宗
」
に
対
す
る
評
価
、
利
用
状
況
、
「
辛口密」

と
い
う
言
葉
の
普

舎
密
閉
宗
の
影
響
（
向
井
）

及
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

尾
張
の
蘭
方
医
、
小
沢
錦
水
は
知
人
に
語
っ
て
、
川間

「四
洋
医
家
の
初
入

は
医
範
提
綱
を
授
け
読
し
め
人
身
の
惣
格
を
三
経
十
器
と
し
て
こ
れ
を
詳
に

説
く
な
り
（
中
格
）
西
洋
医
学
書
店
ダ
き
中
に
ブ
カ
ン
写
本
五
六
冊
ア
リ
コ
ン

ス
印
本
ヒ
ウ

ヘ
ラ
ン
ド
人
の
名
也
什
冊
和
－
一
テ
ハ
扶
氏
経
験
遺
訓
ト
云

是
ハ
委
き
也
近
世
大
成
し
た
る
ハ

合
密
海
宗
什
冊
板
本
此
書
一
部
ア

レハ

医
業
ハ
デ
キ
ル
也
」
左
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
所
持
し
利
用
し
た
者
は
、
医
者
、
医
掌
生
、
兵
学
者
達
で
あ
っ

た
。
前
述
の
緒
方
塾
に
於
け
る
橋
本
左
内
や
、
後
年
日
本
の
薬
学
界
の
巨
頭

と
な
っ
た

間
長
井
長
義
が
、
幕
末
長
崎
の
上
野
彦
馬
塾
で
勉
強
中
、
持
参
書

類
の
中
に
植
学
啓
原
と
共
に
、
舎
密
甘

一
巻
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

明
治
工
学
界
の
先
達
と
し
て
有
名
な
宇
都
宮
三
郎
の
経
歴
談
に

ω
「
尾
州

の
屋
敷
に
居
る
時
尾
州
石
河
（
一
万
石
）
の
家
巨
大
脇
道
助
と
云
ふ
人
に
就

て
蘭
学
を
学
ん
だ
自
分
は
国
に
居
る
時
か
ら
硝
石
を
持
へ
た
り
硫
黄
花
其
他

少
し
位
の
薬
品
を
刊
す
る
こ
と
を
致
し
た
が
夫
等
は
専
ら
舎
密
閉
宗

（天
保

六
年
出
版
の
宇
出
川
先
生
の
著
書
）
に
拠
た
位
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
更
に

伊
豆
韮
山
の
反
射
憾
で
大
砲
製
造
に
関
係
し
、
そ
の
時
に
地
金
の
性
質
と
鋳

型
の
土
質
に
つ
い
て
、

ω
「
此
れ
は
砂
と
カ
ヲ
リ
ン
で
あ
る
カ
ヲ
リ
ン
と
は

陶
器
に
す
る
土
で
蘭
語
で
も
英
語
で
も
カ
ヲ
リ
ン
と
云
ふ
（
中
略
）
カ
ヲ
リ

ン
の
こ
と
は
合
密
閉
宗
に
詳
し
」
と
あ
る
。
カ
ヲ
リ
ソ
に
つ
い
て
は
舎
密
閉

京
三
篇
巻
八
磐
士
第
百
五
十
七
章
に
説
明
が
あ
る
。

隠
れ
た
る
明
治
文
化
の
貢
献
者
、と
言
わ
れ
る
清
水
卯
三
郎
は
生
家
が
造
酒

業
兼
薬
種
商
で
、
更
に
近
所
の
医
師
の
指
導
も
受
け
、
帥
「
彼
れ
は
応
用
化

学
な
ど
に
就
て
興
味
を
有
し
て
居
た
も
の
と
見
え
、

宇
田
川
椿
庵
の
訳
し
た

五
五
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法
政
学
史

第
一
六
号

『
舎
密
閉
宗
』
（
天
保
八
年
版
）
な
ど
は
夙
に
精
読
し
て
居
っ
た
さ
う
で
あ

る
。
そ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
江
戸
に
出
で
、
箕
作
院
甫
に
就
て
蘭
学
を
学
ぶ

こ
と
与
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
慶
応
三
年
、
仏
国
巴
里
の
万
国
博
覧

会
に
徳
川
昭
武
の
一
行
に
江
戸
町
人
の
博
覧
会
出
品
人
の
総
代
の
一
人
と
し

て
参
加
し
、
渡
欧
し
て
新
知
識
を
得
、
出
版
事
業
を
始
め
た
。

一
方
国
語
改

良
運
動
を
お
こ
し
、
明
六
雑
誌
第
七
号
に
、
『
平
仮
名
ノ
説
』
を
掲
げ
、
そ

の
中
に

ω
「
余
カ
「
舎
密
ノ
階
」
ヲ
訳
述
シ
テ
同
志
一
一
謀
ル
所
以
ナ
リ
」
と

あ
り
、
こ
れ
は
明
治
七
年
に
著
述
出
版
し
た
。
全
文
仮
名
で
『
も
の
わ
り
の

は
し
ご
』
と
題
す
る
書
物
で
あ
る
。
林
韮
が

ω
「
水
穂
屋
卯
三
郎
は
漢
字
排

斥
論
を
主
張
し
当
時
既
に
純
粋
日
本
語
の
み
を
以
て
仮
名
に
て
化
学
書
を
翻

訳
し
上
梓
し
た
る
こ
と
あ
り
又
是
れ
卓
見
の
士
な
り
」

L
し
賞
讃
し
て
い
る
。

舎
密
閉
宗
は
薬
品
製
造
に
有
用
で
あ
る
の
で
、
そ
の
記
事
は
抜
書
き
さ
れ

た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
、

ω
『舎
密
開
宗
名
物
考
抜

要
全
回
春
堂
蔵
安
政
六
己
未
年
十
一
月
上
旬
写
之
』
が
あ
り
、
舎
密

開
宗
の
燐
の
項
が
抜
書
き
さ
れ
て
い
乙
。

医
学
、
兵
学
関
係
以
外
で
意
外
な
人
が
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
高

麗
神
社
弥
宜
で
あ
る
高
麗
大
記
で
、
彼
の
日
記
で
あ
る
制
『
桜
陰
筆
記
巻
之

四
』
元
治
二
年
乙
丑
の
年
、
二
月
十
三
日
の
項
に
「
晴
吹
上
よ
り
舎
密
閉
宗

十
一
よ
り
十
八
迄
か
り
来
る
、
一
よ
り
五
迄
返
す
」
と
あ
る
。
蘭
学
の
内
、

最
も
新
し
い
知
識
で
あ
る
化
学
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う

か
と
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

合
密
開
宗
は
明
治
の
出
前
ま
で
は
、
刊
行
さ
れ
て
い
た
化
学
占
、
と
し
て
は

唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
化
学
の
意
味
に
は
「
合
密
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

五

書
物
の
名
称
に
、
河
野
禎
造
『
合
密
便
覧
』
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
、

上
野
彦
馬
『
舎
密
局
必
携
』
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、
川
本
幸
民
『
舎
密

読
本
』
、
『
兵
家
必
読
合
密
真
源
』

（
両
者
共
に
写
本
で
安
政
年
間
頃
に
完
成

と
考
え
ら
れ
る
）
等
、
著
名
な
も
の
が
あ
る
。

施
設
の
名
称
と
し
て
、
山
口
藩
に
舎
密
局
〔
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
〕、

大
阪
に
舎
密
局
〔
明
治
元
年
（

一
八
六
八
）
〕
、
京
都
に
京
都
合
密
局

〔
明
治

ゴ
一
年
（
一
八
七

O
）
〕
が
あ
り
、
理
化
学
の
研
究
所
と
し
て
活
動
し
た
。

「化
学
」
と
い
う
言
葉
は
前
述
の
川
本
幸
民
が
、
万
延
元
年
（

一
八
六

O
）

に
出
版
許
可
願
を
、
仰
『
万
有
化
学
』
の
名
称
を
以
て
出
し
て
い
る
の
が
現

在
文
献
と
し
て
は
初
見
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
開
成
所
の
一
部
門
で
あ
る

精
煉
方
が
慶
応
元
年
〈
一
八
六
五
）
に
化
学
方
と
改
称
さ
れ
、
更
に
桂
川
甫
策

に
よ
る
『
化
学
入
門
』
の
刊
行
、
中
国
化
学
書

『化
学
初
階
』
の
翻
刻
を
始

め
と
し
て
「
化
学
」
の
名
称
を
つ
け
た
書
物
が
明
治
初
年
に
多
く
出

版
さ

れ
、
学
問
の
名
称
と
し
て
は
以
後
「
化
学
」
が
使
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
明
治
廿
六
年
四
月
十
四
日
法
律
第
十
五

号
の
「
出
版
法
」
第

一
条
に
は
「
凡
ソ
機
械
舎
密
其
ノ
他
何
等
ノ
方
法
ヲ
以

テ
ス
ル
ヲ
問
ハ
ス
文
書
図
書
ヲ
印
刷
シ
テ
之
ヲ
発
売
シ
叉
ハ
頒
布
ス
ル
ヲ
出

版
ト
云
ヒ
：
：
：
」
と
あ
り
、
明
治
以
前
で
は
化
学
と
い
う
よ
り
舎
密
の
方
が

早
解
り
し
た
普
及
状
態
の
名
残
り
が
う
か
が
え
る
。

結

語

「
舎
密
閉
宗
」
は
宇
田
川
家
が
著
述
を
以
て
本
分
と
す
る
家
学
の
伝
統

に
、
桁
庵
の
多
年
に
わ
た
る
非
常
な
努
力
の
結
果
出
来
た
も
の
で
、
我
が
同

の
化
学
書
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
化
学
の
学
問
は
医
学
、

薬
学

の
面
と
、
兵
学
特
に
砲
術
の
面
か
ら
待
望
さ
れ
℃
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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幕
末
期
に
於
い
て
、
化
学
の
研
究
を
行
う
の
に
、
化
学
書
の
出
版
さ
れ
た

も
の
は
非
常
に
少
く
、
洋
書
又
は
そ
の
写
本
等
に
よ
り
、
一
般
に
使
用
出
来

た
翻
訳
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
維
新
近
く
ま

で
『
舎
密
閉
宗
』
の
み
で
、
医
者
、
製
薬
家
、
砲
術
家
な
ど
に
と
っ
て
貴
重

な
指
針
で
あ
っ
た
。
学
問
と
し
て
化
学
は
特
に
医
学
、
薬
学
、
砲
術
等
の
某

礎
と
し
て
必
須
で
あ
り
、

「舎
密
閉
宗
」
は
参
考
書
と
し
て
、
叉
註
と
し
て

利
用
す
る
事
が
で
き
た
。

教
育
に
つ
い
て
は
学
問
が
進
む
に
伴
な
っ
て
、
某
礎
学
か
ら
学
ば
ね
ば
進

歩
が
望
ま
れ
な
い
の
で
、
教
育
機
関
に
於
い
て
は
、
洋
学
、
医
学
、
兵
学
関

係
で
、
教
科
と
し
て
化
学
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
際
に
教
科
書
と
し
て
化

学
で
は
『
舎
密
開
宗
』
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

産
業
方
面
に
つ
い
て
は
、
化
学
工
業
へ
の
影
響
が
み
ら
れ
、
特
に
製
薬
業

に
つ
い
て
は
そ
の
発
達
に
資
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

普
及
状
態
は
医
学
、
兵
学
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
が
使
用
し
た
事
は
勿
論
、

特
殊
な
人
と
し
て
神
官
が
読
ん
で
お
り
こ
れ
は
幕
末
の
思
想
の
変
革
期
の
一

面
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
明
治
に
な
っ
て
活
動
し
た
人
達
が
読

ん
で
お
り
、
長
井
長
義
等
の
よ
う
に
、
後
で
外
国
へ
留
学
を
し
、
帰
国
後
日

本
の
科
学
、
更
に
文
化
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
出
来
た
基
礎
に
や
は
り

蘭
学
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
う
か
が
え
る
。

以
上
『
舎
密
閉
宗
』
は
幕
末
よ
り
維
新
に
か
け
て
学
問
研
究
、
教
育
、
産

業
の
各
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
し
い
学
問
を
普
及
さ
せ
た
意
義
は
大
き

な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

資

料

舎

密

閉

宗

七

冊

人
中
日
密
開
宗
の
影
響
（
向
井
）

川
辻
新
次

『
窓
口
邦
化
学
之
起
源
』
東
京
化
学
会
誌
第

一
耐
第
一
冊
（
明
治

十
一
年
）
七
三
頁

凶

同

右

ω
日
本
教
育
史
資
料
弐
八
六
八
庁
一

ω
同

行

八

一

一一
九
頁

間

同

有

二

一A

a

六
l
二
三
七
頁

制
同
右

八
六
九
頁

同
日
本
工
業
史
（
改
造
文
庫
）
二

O
八
頁

制
明
治
工
業
史
、
化
学
工
業
向
三
九
九
頁

倒
大
阪
製
薬
業
史
第

一

巻

四

六

八

頁

側
緒
方
冨
雄
「
緒
方
洪
庵
伝
」
（
初
版
）
八

O
頁

凶
長
与
専
斎
『
松
香
私
志
」
（
医
学
古
典
集
2
）
六
頁

仰
山
口
宗
之
『
全
集
未
収
橋
本
左
内
関
係
史
料
紹
介
』

（
一
〉
九
州
史
学

第
一
じ
号
四
七
頁

側
側
同
大
阪
製
薬
業
史
第
一

巻
二
四
一
只

制
古
川
芳
秋
「
尾
張
郷
土
文
化
医
科
学
史
放
拾
遺
』
一
一
三
一
二
頁

胴

長
井
長
義
伝
四
一
一
良

側

宇

都
宮
氏
経
歴
談
四
一
買

ω
同

右

七

六一貝

側
井
上
和
雄

「
み
づ

ほ
屋
卯
三
郎
、
中
』
新
旧
時
代
一
の
五
、
五
一
頁

ω
明
六
雑
誌
第
七
号
、
明
治
文
化
全
集
（
初
版
）
第
十
八
巻
雑
誌
給

九

二
頁

ω
林
草
『
後
は
昔
の
記
』
五
四

l
五
五
頁

ω
令
密
開
宗
名
物
考
抜
要
全
、
藤
井
尚
久
博
士
旧
蔵
、
東
洋
文
庫
所
蔵

（藤
井
文
庫
）

ω
桜
陰
筆
記
高
麗
家
所
蔵

ω
開
版
見
改
元
帳
二
、
日
比
谷
間
書
館
所
蔵

ωω
に
つ
い
て
は
東
洋
文
庫
、
片
桐
一
男
氏
に
、
仰
に
つ
い
て
は
日
比
谷

凶
書
館
、
森
睦
彦
氏
に
色
々
御
世
話
を
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
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